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インタンジブルズの研究は，資源ベース（resource-based view : RBV）の戦
略（Barney, 1991），ブランド（Keller, 1998），知的資産（Edvinsson and Marone,
1997 ; Marr et al., 2003 ; Andriessen, 2004），コーポレート・レピュテーション






してきた（Fombrun and Shanley, 1990 ; Preston and Sapienza, 1990 ; Riahi-Bel-
kaoui and Pavlik, 1991 ; Schulz et al., 2001 ; Sabate and Puente, 2002 ; Roberts
and Dowling, 2002 ; Lee and Roh, 2012 ; Kim and Yang, 2013）。これらの実証
研究から，財務業績がコーポレート・レピュテーションに影響することが証明
された（Fombrun and Shanley, 1990 ; Preston and Sapienza, 1990 ; Riahi-Bel-
kaoui and Pavlik, 1991）。また，レピュテーションが将来の財務業績に影響す





ある（Fombrun and Shanley, 1990 ; Stacks et al., 2013）。また，コーポレート・
レピュテーションをインタンジブルズへ拡大した意欲的研究もある（Surroca
et al., 2010）。さらに，企業価値を経済価値以外へ拡張しようとする研究もあ









した財務業績との関係を明らかにした Schultz et al.（2001）と，企業の財務業
績との関係を実証した Fombrun and Shanley（1990）の研究を紹介する。第 3
節では，コーポレート・レピュテーションを媒介変数とすべきであると提案し
た Stacks et al.（2013）の研究，コーポレート・レピュテーションの永続性を
実証した Roberts and Dowling（2002）の研究，これらを組み合わせて，好循





















































































































































































































て測定すべきであるという主張（Stacks et al., 2013）を紹介する。次に，コー
ポレート・レピュテーションは永続性があることを実証した研究（Roberts
and Dowling, 2002）を紹介する。最後に，好循環の理論的フレームワークを


















































































































ション・インスティチュート社の RepTrak Pulseにある 4つの感情尺度（感




























からであると結論づけた（Sabate and Puente, 2002）。
この因果関係に関する理論的フレームワークに対して，1つの解を提示した
のが Roberts and Dowling（2002）の研究である。彼らは先行研究として，す
でに概説した Fombrun and Shanley（1990）などを取り上げて，コーポレー
ト・レピュテーションと予想便益に関係があると指摘している。ところが，持
続的な財務業績に影響を及ぼすかどうかはその証拠がなかったと指摘した。



























































コーポレート・レピュテーションは媒介変数であると主張した Stacks et al.
（2013）と，コーポレート・レピュテーションの永続性を主張した Roberts and






















































































































































第 3に，企業価値の概念に対して，異なる考えもあり得る。Kim and Yang
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（2013）と Lee and Roh（2012）の理論モデルは，企業の財務業績を向上する
ことが企業の目的であるという位置づけである。また，資源ベースの理論に基
づく Roberts and Dowling（2002）の研究も，企業は将来の財務業績を向上す
るために現在のコーポレート・レピュテーションを高めるという前提が示唆さ
れる。これに対して Surroca et al.（2010）の理論モデルは，好循環のサイクル
の下で企業の責任業績と企業の財務業績をいずれも向上することが前提となっ


















































































企業価値は経済価値とする主張（McKinsey & Company Inc., 2000 : 訳書
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